
(57)【要約】

　　【課題】　荷重によるクッション材とフレームとの

位置ずれ。

　　【構成】　ヘッドレストフレーム４の外周にクッシ

ョン材２０を設け、前記ヘッドレストフレーム４に固定

のピラー１２により背凭シート２に装着するヘッドレス

ト３において、ヘッドレスト３のヘッドレストフレーム

４は、前記ピラー１２の上部に縦軸部５を連設し、該縦

軸部５は、ピラー１２の上部に連設した下側前傾部１３

と上側前傾部１５と起立部１８により、側面視少なくと

もヘッドレスト３内の下側前傾部１３と上側前傾部１５

との間の第二屈曲部１７および上側前傾部１５と起立部

１８の間の第三屈曲部１９の二か所屈曲させて形成した

車両用シートのヘッドレスト。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ の 外 周 に ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ を 設 け 、 前 記 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４
に 固 定 の ピ ラ ー １ ２ に よ り 背 凭 シ ー ト ２ に 装 着 す る ヘ ッ ド レ ス ト ３ に お い て 、 ヘ ッ ド レ ス
ト ３ の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ は 、 前 記 ピ ラ ー １ ２ の 上 部 に 縦 軸 部 ５ を 連 設 し 、 該 縦 軸 部
５ は 、 ピ ラ ー １ ２ の 上 部 に 連 設 し た 下 側 前 傾 部 １ ３ と 上 側 前 傾 部 １ ５ と 起 立 部 １ ８ に よ り
、 側 面 視 少 な く と も ヘ ッ ド レ ス ト ３ 内 の 下 側 前 傾 部 １ ３ と 上 側 前 傾 部 １ ５ と の 間 の 第 二 屈
曲 部 １ ７ お よ び 上 側 前 傾 部 １ ５ と 起 立 部 １ ８ の 間 の 第 三 屈 曲 部 １ ９ の 二 か 所 屈 曲 さ せ て 形
成 し た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス ト 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ は 、 前 記 一 対 の ピ ラ ー １ ２ の 上 部 に 縦 軸
部 ５ を 夫 々 連 設 し 、 該 縦 軸 部 ５ の 上 部 を 横 軸 部 ６ に よ り 連 結 し て 構 成 し 、 前 記 ピ ラ ー １ ２
は 上 方 に 至 る に 従 い 後 側 に 位 置 す る よ う に 傾 斜 し 、 前 記 下 側 前 傾 部 １ ３ は 前 記 ピ ラ ー １ ２
と は 反 対 に 上 方 に 至 る に 従 い 前 側 に 位 置 す る よ う に 前 傾 状 態 に 傾 斜 さ せ 、 前 記 上 側 前 傾 部
１ ５ は 下 側 前 傾 部 １ ３ に 対 し て 更 に 上 方 に 至 る に 従 い 前 側 に 位 置 す る よ う に 急 な 状 態 に 傾
斜 さ せ 、 前 記 起 立 部 １ ８ は 上 側 前 傾 部 １ ５ に 対 し て 直 立 さ せ 、 前 記 第 二 屈 曲 部 １ ７ と 前 記
第 三 屈 曲 部 １ ９ の 屈 曲 方 向 が 互 い に 反 対 と な る よ う に 構 成 し た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス
ト 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に お い て 、 前 記 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ を 構 成 す る 横 軸 部 ６ は 、
そ の 左 右 中 間 部 に 下 方 向 に 突 き 出 す 中 間 変 形 部 ７ を 形 成 し た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス ト
。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に お い て 、 前 記 起 立 部 １ ８ は ヘ ッ ド レ ス ト ３ の 前
後 方 向 の 中 間 位 置 に 配 置 し 、 前 記 起 立 部 １ ８ の 前 後 両 側 に は 所 定 の 厚 さ を 有 す る ク ッ シ ョ
ン 材 ２ ０ を 設 け た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス ト 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に お い て 、 前 記 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は ヘ ッ ド レ ス ト ３ 内 の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４
に 密 着 す る よ う に 一 体 発 泡 さ せ て 形 成 し た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス ト に 係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 背 凭 シ ー ト の 上 部 に 設 け た ヘ ッ ド レ ス ト は 、 そ の 外 周 に ク ッ シ ョ ン 材 を 設 け 、 ク
ッ シ ョ ン 材 に よ り 着 座 者 の 頭 部 を 支 持 す る 構 成 は 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ９ － １ ３ ９ １ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 公 知 例 は 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム を 軸 棒 部 材 に よ り Ｍ 形 状 あ る い は ル ー プ 形 状 に 形
成 し 、 部 品 点 数 お よ び 組 み 付 け 工 数 を 減 少 さ せ て コ ス ト ダ ウ ン す る こ と を 目 的 と し て い る
点 に 課 題 が あ る 。
　 即 ち 、 ヘ ッ ド レ ス ト は 、 車 両 後 方 か ら の 衝 撃 に よ り 着 座 者 の 頭 部 の 後 方 移 動 を 阻 止 し て
む ち 打 ち 症 の 発 症 を 予 防 す る こ と が 本 来 の 目 的 で あ る が 、 単 に Ｍ 形 状 あ る い は ル ー プ 形 状
に ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム を 形 成 し て も 確 実 な 支 持 は 望 め な い の で あ る 。
　 特 に 、 ル ー プ 形 状 に ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム を 形 成 し た 場 合 で は 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム
の 前 後 の 厚 み が 多 く な り 、 そ の 分 ク ッ シ ョ ン 材 の 厚 み が 減 少 す る の で 、 ク ッ シ ョ ン 材 に よ
る 衝 撃 吸 収 効 果 は 半 減 す る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-319119 A 2005.11.17



　 し か し て 、 所 定 の 支 持 強 度 を 有 し て ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム を 構 成 し 、 所 定 の 厚 さ を 有 し
て ク ッ シ ョ ン 材 を 設 け て も 、 頭 部 が ヘ ッ ド レ ス ト に 当 た っ た と き に 、 ク ッ シ ョ ン 材 と ヘ ッ
ド レ ス ト フ レ ー ム と が 互 い に ず れ る と 、 頭 部 の 支 持 が 弱 く な る こ と が 判 明 し た 。
　 本 願 は 、 ヘ ッ ド レ ス ト の 構 成 を 工 夫 す る こ と に よ り 、 荷 重 を 支 持 し つ つ 、 確 実 に 衝 撃 を
吸 収 す る ヘ ッ ド レ ス ト を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ の 外 周 に ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ を 設 け 、 前 記 ヘ ッ ド レ ス
ト フ レ ー ム ４ に 固 定 の ピ ラ ー １ ２ に よ り 背 凭 シ ー ト ２ に 装 着 す る ヘ ッ ド レ ス ト ３ に お い て
、 ヘ ッ ド レ ス ト ３ の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ は 、 前 記 ピ ラ ー １ ２ の 上 部 に 縦 軸 部 ５ を 連 設
し 、 該 縦 軸 部 ５ は 、 ピ ラ ー １ ２ の 上 部 に 連 設 し た 下 側 前 傾 部 １ ３ と 上 側 前 傾 部 １ ５ と 起 立
部 １ ８ に よ り 、 側 面 視 少 な く と も ヘ ッ ド レ ス ト ３ 内 の 下 側 前 傾 部 １ ３ と 上 側 前 傾 部 １ ５ と
の 間 の 第 二 屈 曲 部 １ ７ お よ び 上 側 前 傾 部 １ ５ と 起 立 部 １ ８ の 間 の 第 三 屈 曲 部 １ ９ の 二 か 所
屈 曲 さ せ て 形 成 し た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス ト と し た も の で あ る 。
　 本 発 明 は 、 前 記 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ は 、 前 記 一 対 の ピ ラ ー １ ２ の 上 部 に 縦 軸 部 ５ を
夫 々 連 設 し 、 該 縦 軸 部 ５ の 上 部 を 横 軸 部 ６ に よ り 連 結 し て 構 成 し 、 前 記 ピ ラ ー １ ２ は 上 方
に 至 る に 従 い 後 側 に 位 置 す る よ う に 傾 斜 し 、 前 記 下 側 前 傾 部 １ ３ は 前 記 ピ ラ ー １ ２ と は 反
対 に 上 方 に 至 る に 従 い 前 側 に 位 置 す る よ う に 前 傾 状 態 に 傾 斜 さ せ 、 前 記 上 側 前 傾 部 １ ５ は
下 側 前 傾 部 １ ３ に 対 し て 更 に 上 方 に 至 る に 従 い 前 側 に 位 置 す る よ う に 急 な 状 態 に 傾 斜 さ せ
、 前 記 起 立 部 １ ８ は 上 側 前 傾 部 １ ５ に 対 し て 直 立 さ せ 、 前 記 第 二 屈 曲 部 １ ７ と 前 記 第 三 屈
曲 部 １ ９ の 屈 曲 方 向 が 互 い に 反 対 と な る よ う に 構 成 し た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス ト と し
た も の で あ る 。
　 本 発 明 は 、 前 記 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ を 構 成 す る 横 軸 部 ６ は 、 そ の 左 右 中 間 部 に 下 方
向 に 突 き 出 す 中 間 変 形 部 ７ を 形 成 し た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス ト と し た も の で あ る 。
　 本 発 明 は 、 前 記 起 立 部 １ ８ は ヘ ッ ド レ ス ト ３ の 前 後 方 向 の 中 間 位 置 に 配 置 し 、 前 記 起 立
部 １ ８ の 前 後 両 側 に は 所 定 の 厚 さ を 有 す る ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ を 設 け た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ
ド レ ス ト と し た も の で あ る 。
　 本 発 明 は 、 前 記 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は ヘ ッ ド レ ス ト ３ 内 の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ に 密 着
す る よ う に 一 体 発 泡 さ せ て 形 成 し た 車 両 用 シ ー ト の ヘ ッ ド レ ス ト と し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 第 二 屈 曲 部 １ ７ と 第 三 屈 曲 部 １ ９ の 部 分 で 前 後 の 荷 重 に よ る ク ッ
シ ョ ン 材 ２ ０ の ず れ る の を 支 持 し 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ に 支 持 さ れ た ク ッ シ ョ ン 材 ２
０ は 確 実 に 衝 撃 を 吸 収 で き る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 前 後 方 向 の 衝 撃 に 対 す る ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ の 移 動 を ヘ ッ ド レ ス ト
フ レ ー ム ４ が 確 実 に 支 持 し て 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は 衝 撃 を 有 効 に 吸 収 で き る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 横 軸 部 ６ も 中 間 部 分 が ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ の ず れ を 支 持 す る の で 、
ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は 衝 撃 を 有 効 に 吸 収 で き る 。
　 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 起 立 部 １ ８ の 前 後 両 側 の ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は 所 定 の 厚 さ を 確 保 で
き 、 シ ー ト の 着 座 者 の み な ら ず 、 該 シ ー ト の 後 方 座 席 に 着 座 者 の 頭 部 が ヘ ッ ド レ ス ト ３ の
後 面 に 当 た っ た と き で も 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は 衝 撃 を 確 実 に 吸 収 す る 。
　 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ に 対 す る ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ の ず れ を 有 効
に 防 止 し て 、 頭 部 の 支 持 お よ び 衝 撃 吸 収 を 確 実 に す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に よ り 説 明 す る と 、 １ は 車 両 用 シ ー ト 、 ２ は 車 両 用 シ ー ト １ の 背
凭 シ ー ト 、 ３ は 背 凭 シ ー ト ２ の 上 部 に 設 け た ヘ ッ ド レ ス ト で あ る 。
　 ４ は ヘ ッ ド レ ス ト ３ の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム で あ り 、 正 面 視 左 右 一 対 の 縦 軸 部 ５ の 上 部
を 横 軸 部 ６ に よ り 連 結 し て 形 成 す る 。
　 前 記 横 軸 部 ６ の 左 右 中 央 部 は 下 側 に 屈 曲 （ 湾 曲 ） さ せ た 中 間 変 形 部 ７ を 形 成 す る 。 ま た
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、 実 施 例 で は 中 間 変 形 部 ７ の 左 右 両 側 部 分 も 正 面 視 上 側 に 突 き 出 る 円 弧 形 状 の 円 弧 状 変 形
部 ８ に 形 成 し て い る 。
　 前 記 縦 軸 部 ５ の 下 部 に は ヘ ッ ド レ ス ト ３ を 背 凭 シ ー ト ２ の 支 持 部 １ ０ に 装 着 す る ピ ラ ー
１ ２ を 形 成 す る 。 ピ ラ ー １ ２ は 正 面 視 に お い て 、 縦 軸 部 ５ と 同 一 軸 心 上 に 配 置 し て い る が
、 軸 心 が 互 い に 左 右 に ず れ た 構 成 で も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し て 、 前 記 ピ ラ ー １ ２ は 上 部 に 至 る に 従 い 後 側 と な る よ う に 所 定 角 度 で 後 斜 め に 傾
斜 さ せ 、 こ の ピ ラ ー １ ２ の 部 分 に 前 記 支 持 部 １ ０ に 設 け た 係 合 部 材 （ 図 示 省 略 ） が 係 合 す
る 係 合 部 を 上 下 に 所 定 間 隔 を 置 い て 並 設 す る 。
　 ピ ラ ー １ ２ の 上 部 に は 前 記 縦 軸 部 ５ の 一 部 を 形 成 す る 下 側 前 傾 部 １ ３ を 連 設 す る 。 下 側
前 傾 部 １ ３ は ピ ラ ー １ ２ の 上 部 を 前 側 に 屈 曲 さ せ て 、 上 方 に 至 る に 従 い 前 側 に 位 置 す る よ
う に 前 斜 め に 傾 斜 さ せ 、 下 側 前 傾 部 １ ３ の 上 部 は ヘ ッ ド レ ス ト ３ 内 に 位 置 さ せ る 。 １ ４ は
ピ ラ ー １ ２ と 下 側 前 傾 部 １ ３ の 境 の 第 一 屈 曲 部 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 下 側 前 傾 部 １ ３ の 上 部 に は 、 該 下 側 前 傾 部 １ ３ よ り 更 に 前 側 に 屈 曲 さ せ て 傾 斜 さ せ た 上
側 前 傾 部 １ ５ を 連 設 す る 。 上 側 前 傾 部 １ ５ は 上 方 に 至 る に 従 い 前 側 に 位 置 す る よ う に 前 斜
め に 傾 斜 さ せ る 。 １ ７ は 下 側 前 傾 部 １ ３ と 上 側 前 傾 部 １ ５ の 境 の 第 二 屈 曲 部 で あ る 。
　 上 側 前 傾 部 １ ５ の 上 部 に は 、 略 垂 直 状 に 起 立 す る 起 立 部 １ ８ を 連 設 す る 。 １ ９ は 上 側 前
傾 部 １ ５ と 起 立 部 １ ８ の 境 の 第 三 屈 曲 部 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ の 左 右 の 縦 軸 部 ５ は 、 夫 々 下 側 前 傾 部 １ ３ と 上
側 前 傾 部 １ ５ と 起 立 部 １ ８ を 有 し て 構 成 し 、 こ の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ の 外 周 に ウ レ タ
ン 等 の ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ を 一 体 発 泡 さ せ て 密 着 さ せ て 設 け 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ の 表 面 を 表
皮 部 材 ２ １ に よ り 包 囲 し て ヘ ッ ド レ ス ト ３ を 形 成 す る 。 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は 表 皮 部 材 ２ １
に よ り 被 覆 し な い 場 合 も あ り 、 要 件 で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し て 、 前 記 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は ヘ ッ ド レ ス ト ３ 内 の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ に 密 着
さ せ て 発 泡 形 成 す る と 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ か ら ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ が 外 れ に く く な り
、 荷 重 を 強 固 に 支 持 で き て 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 実 施 例 の 作 用 を 述 べ る 。
　 ヘ ッ ド レ ス ト ３ は ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ の 外 周 に ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ を 設 け 、 ク ッ シ ョ
ン 材 ２ ０ の 外 周 に 表 皮 部 材 ２ １ を 被 覆 し て 構 成 し 、 ヘ ッ ド レ ス ト ３ の ピ ラ ー １ ２ を 背 凭 シ
ー ト ２ の 支 持 部 １ ０ に 装 着 す る 。
　 し か し て 、 ヘ ッ ド レ ス ト ３ の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ は 、 ピ ラ ー １ ２ の 上 部 に 縦 軸 部 ５
を 連 設 し 、 縦 軸 部 ５ の 上 部 を 横 軸 部 ６ に よ り 連 結 し て 構 成 し 、 前 記 縦 軸 部 ５ は 、 ピ ラ ー １
２ の 上 部 に 連 設 し た 下 側 前 傾 部 １ ３ と 上 側 前 傾 部 １ ５ と 起 立 部 １ ８ に よ り 、 側 面 視 少 な く
と も 第 一 屈 曲 部 １ ４ と 第 二 屈 曲 部 １ ７ と 第 三 屈 曲 部 １ ９ の 三 か 所 屈 曲 さ せ て 形 成 し て い る
か ら 、 ヘ ッ ド レ ス ト ３ に 着 座 者 の 頭 部 を 支 持 す る 荷 重 が 過 剰 に 掛 か っ た と き 、 特 に 、 各 屈
曲 部 １ ７ 、 １ ９ が ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ に 対 す る 食 い 付 き を よ く し
、 「 ず れ る 」 の を 防 止 し て 荷 重 （ 衝 撃 ） を 吸 収 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 ヘ ッ ド レ ス ト ３ は 着 座 者 の 頭 部 を 支 持 す る だ け で な く 、 衝 撃 荷 重 を 吸 収 し
て 減 少 さ せ る 。
　 こ の 場 合 、 ピ ラ ー １ ２ は 後 側 に 傾 斜 し 、 下 側 前 傾 部 １ ３ は 第 一 屈 曲 部 １ ４ に 対 し て 反 対
の 前 傾 状 態 に 屈 曲 さ せ て い る の で 、 ピ ラ ー １ ２ と 下 側 前 傾 部 １ ３ は 荷 重 を 強 固 に 支 持 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 下 側 前 傾 部 １ ３ に 対 し て 上 側 前 傾 部 １ ５ は 更 に 前 傾 さ せ 、 上 側 前 傾 部 １ ５ に 対 し
て 起 立 部 １ ８ は 直 立 し て い る の で 、 起 立 部 １ ８ と 上 側 前 傾 部 １ ５ は 第 三 屈 曲 部 １ ９ と 第 二
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屈 曲 部 １ ７ の 所 で 互 い に 反 対 方 向 に 荷 重 を 分 散 す る よ う に 支 持 す る 。
　 し た が っ て 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ が ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ に 対 し て 移 動 し て 「 ず れ る 」
力 （ 荷 重 ） を 分 散 さ せ る か ら 、 一 層 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は 衝 撃 荷 重 を 吸 収 し て 減 少 さ せ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し て 、 起 立 部 １ ８ は 起 立 さ せ 、 ヘ ッ ド レ ス ト ３ の 前 後 方 向 の 中 間 位 置 に 配 置 し て い
る か ら 、 起 立 部 １ ８ の 前 後 両 側 の ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ の 厚 み を 夫 々 有 効 に 厚 く す る こ と が で
き る 。
　 し た が っ て 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ の 厚 さ を 厚 く で き る こ と で 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ の 「 厚 さ
」 に よ っ て も 衝 撃 荷 重 を 吸 収 で き る 合 理 的 構 成 と な る 。
　 こ の 点 で 、 縦 軸 部 ５ は 側 面 視 複 数 の 第 二 屈 曲 部 １ ７ お よ び 第 三 屈 曲 部 １ ９ を 有 し て 構 成
し 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ は ヘ ッ ド レ ス ト ３ 内 の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ に 密 着 す る よ う に 一
体 発 泡 形 成 し て い る の で 、 ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ と ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ と の 固 定 状 態 が 強
固 に で き 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ か ら ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ が 外 れ る の を 防 止 で き 、 ク ッ シ
ョ ン 材 ２ ０ に よ り 着 座 者 の 頭 部 を 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 下 側 前 傾 部 １ ３ に 対 し て 上 側 前 傾 部 １ ５ は 更 に 前 傾 さ せ 、 上 側 前 傾 部 １ ５ に 対 し
て 起 立 部 １ ８ は 直 立 し て い る の で 、 起 立 部 １ ８ の み な ら ず 、 ヘ ッ ド レ ス ト ３ 内 の 下 側 前 傾
部 １ ３ の 上 部 部 分 お よ び 上 側 前 傾 部 １ ５ と ヘ ッ ド レ ス ト ３ の 後 面 と の 間 の ク ッ シ ョ ン 材 ２
０ の 厚 さ を 十 分 確 保 で き 、 後 方 か ら の 衝 撃 荷 重 を 有 効 に 吸 収 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 特 に 、 上 側 前 傾 部 １ ５ を 前 方 に 傾 斜 さ せ つ つ 第 三 屈 曲 部 １ ９ の 部 分 で 起 立 部 １ ８ を 直 立
さ せ て い る の で 、 上 側 前 傾 部 １ ５ お よ び 第 三 屈 曲 部 １ ９ と ヘ ッ ド レ ス ト ３ の 後 面 と の 間 の
ク ッ シ ョ ン 材 ２ ０ の 厚 さ を 厚 く で き 、 後 方 か ら 第 三 屈 曲 部 １ ９ へ 向 か っ て 荷 重 を 受 け た と
き に は 有 効 に 吸 収 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し て 、 ヘ ッ ド レ ス ト ３ の ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ の 縦 軸 部 ５ は 、 ピ ラ ー １ ２ の 上 部
に 連 設 し た 下 側 前 傾 部 １ ３ と 上 側 前 傾 部 １ ５ と 起 立 部 １ ８ に よ り 、 側 面 視 少 な く と も 第 一
屈 曲 部 １ ４ と 第 二 屈 曲 部 １ ７ と 第 三 屈 曲 部 １ ９ の 三 か 所 屈 曲 さ せ て 形 成 し 、 第 二 屈 曲 部 １
７ と 第 三 屈 曲 部 １ ９ の 部 分 に 荷 重 が 掛 か る の で 、 起 立 部 １ ８ と 上 側 前 傾 部 １ ５ は 第 三 屈 曲
部 １ ９ と 第 二 屈 曲 部 １ ７ の 所 で 互 い に 折 り 畳 ま れ る よ う に 荷 重 を 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の た め 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ が 変 形 す る 場 合 、 折 り 畳 ま れ る よ う に 変 形 す る の で
、 変 形 の 際 に 衝 撃 荷 重 を 吸 収 し て 減 少 さ せ る 効 果 も 期 待 で き る 。
　 同 様 に 、 ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム ４ を 構 成 す る 横 軸 部 ６ は 、 そ の 左 右 中 間 部 に 中 間 変 形 部
７ を 形 成 し て い る か ら 、 横 軸 部 ６ も 中 間 変 形 部 ７ の 部 分 で 変 形 し て 、 衝 撃 荷 重 を 吸 収 し て
減 少 さ せ る 効 果 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 ヘ ッ ド レ ス ト の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 ヘ ッ ド レ ス ト の 正 面 図 。
【 図 ３ 】 ヘ ッ ド レ ス ト が 後 方 か ら 衝 撃 を 受 け た 状 態 の 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ … 車 両 用 シ ー ト 、 ２ … 背 凭 シ ー ト 、 ３ … ヘ ッ ド レ ス ト 、 ４ … ヘ ッ ド レ ス ト フ レ ー ム 、
５ … 縦 軸 部 、 ６ … 横 軸 部 、 ７ … 中 間 変 形 部 、 ８ … 円 弧 状 変 形 部 、 １ ０ … 支 持 部 、 １ ２ … ピ
ラ ー 、 １ ３ … 下 側 前 傾 部 、 １ ４ … 第 一 屈 曲 部 、 １ ５ … 上 側 前 傾 部 、 １ ７ … 第 二 屈 曲 部 、 １
８ … 起 立 部 、 １ ９ … 第 三 屈 曲 部 、 ２ ０ … ク ッ シ ョ ン 材 、 ２ １ … 表 皮 部 材 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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